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研究成果の概要（和文）：20世紀において、ファシズムと共産主義の挑戦を退けたナショナルな代表制民主主義
の危機について多角的な観点から分析を行った。政治理論に加えて、国際政治、政治史、政治思想史、比較政治
学の知見を応用し、現代の代表制民衆主義が直面する課題を検討した。
　とりわけポピュリズムや直接行動的な社会運動に象徴される、国内政治における強い敵対性がもたらす影響
と、グローバル化な市場などによる代表制民主主義の形骸化の現状を明らかにした。
　それをふまえて、いかなる代替構想が可能か、について政治思想史と政治理論の知見から検討を行った。

研究成果の概要（英文）：The crisis of national representative democracy in the 20th century, which 
has repelled the challenges of fascism and communism, was analyzed from multiple perspectives. In 
addition to political theory, we applied knowledge of international politics, political history, 
political thought, and comparative politics to examine the challenges facing representative 
democracy today.
　In particular, we clarified the impact of strong hostility in domestic politics, like populism and
 direct-action social movements, and the current weakening of representative democracy due to 
globalized markets and other factors.
　In light of this, we examined what alternative concepts are possible from the perspective of 
political theory.

研究分野： Political Theory
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義として、今日の民主主義が直面する課題を比較政治や国際政治という経験的なアプローチ
のみならず、政治思想や政治思想史の知見をふまえることで、歴史的／思想的な観点から把握し直すことが可能
になった。成果として公刊された『民主主義に取って未来はあるのか？』においては、アプローチにおいて専門
分化の進展する多様な民主主義論が共有する地平を示すという貢献を行った。
　また民主主義の危機と代替構想に取り組むことで、自由民主主義諸国で代表制が形骸化すると共にポピュリズ
ムが台頭し、国際政治の次元では権威主義国や宗教過激派勢力との対立が先鋭化する現状を打開する知的基盤の
構築に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初の状況では、ナショナルな代表制民主主義をめぐって、一方では実質的な寡頭制
支配へと変容が進展し、民衆が十分に代表されない「ポストデモクラシー」状況ともいうべき統
治となっており、他方では、既存の政党政治の代表の在り方に反発し、民衆による実質的な支配
を求める様々な社会運動やポピュリズムが噴出していた。こうした状況は二つの方向性から、ナ
ショナルな代表制民主主義を形骸化させ、その正統性を棄損する可能性を持つものであり、この
意味においてナショナルな代表制民主主義が自明視できない状況、すなわち「ポスト代表制」時
代に民主主義がさしかかっている、という歴史的位相であった。 
 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、第一に「ポスト代表制」状況をもたらす変化について分析することであり、第
二にそれに代替する民主主義の可能性を探ることである。第一については、こうした変化を二つ
に類型化し、民衆が十分に代表されない「ポストデモクラシー」状況を作りだす変化として、グ
ローバル化の進展と新自由主義の進化の動態について明確化することである。これを通じて寡
頭制支配のシステムの生成の過程を分析することが可能になる。それは同時に「代表」の機能が
いかに停止していくか、について分析することになる。 
 第二の目的は、ナショナルな代表制民主主義に代替する新たな統治の在り方について、その可
能性を模索することである。具体的には（１）市民が自発的に形成する結社（アソシエーション）
のネットワークから成り立つ市民社会を基礎として、熟議民主主義（deliberative democracy）
の過程が形成されている点に注目し、その実態と規範的な観点からの正当化可能性について考
察することである。（２）また緊縮財政や格差拡大に反対して広場などを占拠するオキュパイ運
動などに象徴される社会運動や、欧米諸国を中心に規制政党や国際機関をエスタブリッシュメ
ントとして批判し、移民や性的少数者を道徳的に腐敗した「よそ者」として批判するポピュリズ
ムに焦点をあて、その中に民主主義の契機が存在しているのか、またその正当化の可能性につい
て検討することである。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法として、第一の目的、すなわち代表制民主主義の形骸化により、寡頭制支配へと移
行している動態を分析するため、グローバル化と新自由主義の変化について分析した。主に国際
政治学や社会学の知見を元に、各国における変化の類似性と異質性について検討した。また寡頭
制支配における正統性に着目し、政治思想史や政治史で蓄積されてきた寡頭制支配をめぐる知
見との比較を行うなど歴史的な射程を長期化することにより、現代の民主主義に形骸化の位相
を明らかにしていく手法も採用した。 
 第二の目的を達成するために、（１）熟議民主主義の思想と実践について、ミクロなレベル（家
庭や学校、地域）からマクロなレベル（国民レベルや国境を越えるレベル）での対話の過程の分
析と、ミニパブリックスなど制度化されたものから、制度化されてはいない実践の分析をクロス
して検討する手法を採用した。また個々の熟議の場の相互連関から形成される「熟議システム」
を通じて正統性を調達する点に着目する熟議システムという観点から考察することで、熟議民
主主義の新たな展開を分析した。 
（２）直接民主主義としての側面を持つオキュパイ運動や、ポピュリズムについては、比較政
治や政治史、社会学の知見を援用しながら、民主主義との連関について考察する手法を採用した。
これらの先行研究は貴重な知見を蓄積している一方で、専門分化の進展により相互参照がされ
ない事例もあり、領域横断的な手法を用いることになった。オキュパイ運動については、世界各
地における様々な経験的研究が蓄積されていることもあり、それらを比較することが可能であ
ったが、同時に各地における文脈の相違も大きく、より普遍性をもつ抽象的な理論へと展開する
困難性があった。ポピュリズム研究も同様に、世界各国における多様な事例があり、また歴史的
な観点を導入すると文脈も相違も大きく、民主主義に与える影響を一義的に指摘することは困
難であった。そのため、研究の方法として、近年着目を集めている権威主義体制を分析する政治
体制論（競争的権威主義論やハイブリッドレジーム論など）やイリベラルデモクラシー論（非自
由主義型民主主義論）を援用することで、現代のポピュリズムの特徴を摘出することに力を傾注
した。 
 
４．研究成果 
 研究目的の第一である、新自由主義とグローバル化の進展に伴う、ナショナルな代表制民主主
義の形骸化の過程についての分析を精緻化することに成功した。さらに寡頭制支配が一国の範
囲にとどまらないトランスナショナルなガバナンスの形態をとる事や、一見すると公的な政治
体制の内部にありながらも新自由主義の論理が浸透した統治がなされているなど、寡頭制支配
の深化の事例を明らかにすることもできた。寡頭制支配をめぐっても、その正統性をどこに求め



るのか、という議論が必ずしも明確なものではない点について今後の研究テーマとして明確化
することができた。第二も研究目的である民主主義の新たな配置については、当初想定していた
代表制民主主義と直接民主主義、熟議システムとポピュリズムが常に緊張関係に置かれるとは
限らず、相互作用して複数の正統性を調達し合うコンステレーションを形成し得ることを明ら
かにできた。 
 またこれらの成果を明らかにできたと同時に、ウクライナ戦争の勃発や米中対立の先鋭化に
伴い、「ポスト代表制」時代の民主主義の在り方が、安全保障との関係で左右される事態が前景
化したこともあり、同時代的な変化をふまえた、さらなる研究の必要性が明らかになっている、
と考えている。 
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